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データ強化型CFDによる推進性能向上
-FBG圧力センサによる乱流モデルのチューニング-
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研究背景
• 水槽試験・実船に適用可能で比較的安価な流場計測法の普及
• 物理シミュレーションと機械学習や統計学的な手法などのデータ
駆動型モデルを組み合わせるハイブリッドモデルの開発
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研究目的
流場情報を利用したデータ駆動型モデルと物理シミュレーションのハイブリッドモデル
により推進性能の向上を実現する。
• 水槽計測流場データを用いたデータ同化によるCFDの精度向上
• 船型データベースと機械学習による水槽試験未実施船型の推進性能評価精度向上

FBG圧力センサ

実施事項
水槽計測流場データを用いたデータ同化によるCFDの精度向上を目指し、水槽試験で
FBG圧力センサで計測した40点の船体表面圧力分布をもとに、粒子フィルターを用い
て、CFDの乱流モデル（Explicit Algebraic Stress Modelモデル）の２つのパラメー
タをチューニングした。

まとめ
パラメータチューニングにより標準パラメータと比較し、船尾の剥離後の圧力回復が水
槽試験の結果に近づき、圧力の二乗平均平方根誤差（RMSE）が8.0%改善した。
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